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1，はじめに 
 グランドアンカー（以下，アンカー）は，道路，ダム，地すべり等多⽅⾯において法⾯・
斜⾯を安定させる⽬的で数多くの施⼯が現在まで⾏われてきている。アンカーはテンドン
に作⽤する緊張⼒により安定性が保持されているため，維持管理において作⽤している緊
張⼒を適切に評価することが求められ，評価にあたってリフトオフ試験あるいは荷重計等
を⽤いたモニタリングが⾏われる．アンカーの緊張⼒は，施⼯されている背⾯の地⼭状況，
あるいは施⼯された周辺状況など種々の影響を受けて変化することが⽰されており，特に
背⾯地⼭に動きが⾒られるような場合にはアンカーの緊張⼒が変化し，アンカーは地⼭の
動きを⽰すセンサーとしての機能を有していることが述べられている 1）。本研究では，2 箇
所のアンカーに破断および受圧板の落下が⾒られ，アンカーの再施⼯が⾏われた法⾯を対
象に，リフトオフ試験および荷重計によるモニタリングを実施し，センターとしての機能
を有するアンカーの緊張⼒を基に，法⾯の健全性について評価を⾏った結果について⽰す． 
2．現地状況 
 調査地点の法⾯には，図 1 に⽰すように SEEE100UA が 79 本，および SEEE50UA が 8
本の計 87 本のアンカーが平成 17 年に施⼯されている．各アンカーの設計アンカー⼒およ
び定着時緊張⼒は，SEE100UA が 574.4kN，SEEE50UA が 283.7kN である．現地では平
成 25 年に図 1，写真 1 に⽰す 2 箇所のアンカーに，アンカー頭部の⾶び出しおよび受圧
板の落下が確認された．平成 26 年には不⾜する抑⽌⼒を確保するため，破断した 2 箇所
と同じ位置に同⼀規格のアンカーの再施⼯が⾏われ，再施⼯された B-3 アンカーにおいて，
設計アンカー⼒の 101%となる 581kN で荷重計の設置を⾏うとともに温度計を設置し，荷
重と温度の計測を⾏った（写真 2）．計測には東京測器社製の荷重計 KCK-1MNA および温
度 KT-110A を使⽤し，データは TC-32K により 1 時間毎に収集を⾏った． 
 
 
 
 
 
 

図 1 アンカー施⼯状況    写真 1 アンカー損傷状況   写真 2 計測状況 
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3．調査結果 
 アンカー全数の 25％にあたる 22 本のアンカーを対象にリフトオフ試験を実施し，健全
性について評価を⾏った．アンカーの健全性評価は，アンカー維持管理マニュアル 2）に⽰
された A〜E の判定を基に⾏った．本法⾯では，図 2 に⽰すように破断が⾒られた 2 本の
アンカーを除き，概ね B-〜C+の判定でほぼ⼀様な分布を⽰すとともに，現地踏査におい
ても法⾯に変状等は確認されていない．アンカーが施⼯された法⾯の健全性評価は，リフ
トオフ試験から得られたリフトオフ後の荷重―変位関係から求まる直線の傾き（tanθ）と，
アンカーの不具合度を基に判定する⽅法が提案されている 3）．判定に⽤いられる 1／Rtan
θのばらつきと健全性指数の関係より，本地点では図 3 に⽰すように健全と判定される範
囲にあった．次に本地点の⻑期的な健全性の検討を，B-3 アンカーに設置した荷重計およ
び温度計の計測結果を基に⾏ってみる．⼀般に健全な法⾯では，温度差が 10℃以上ある場
合，アンカー荷重と温度とに⾼い相関が⾒られること
が⽰されている 4）．本法⾯では図 4 に⽰すように，施
⼯後初期および温度差が 10℃以下で R2 が低下するも
のの，それ以外は 0.8 を超える⾼い相関を⽰す．とこ
ろで，アンカーの緊張⼒は，施⼯後初期に⾒られる初
期低下に加え，健全な法⾯であってもアンカーが施⼯
されている背⾯地⼭状況等に起因する緊張⼒低下が認
められる。図 5 に観測開始からのアンカー緊張⼒およ
び荷重計の温度を⽰したものである．アンカーの緊張
⼒は温度による周期的な変化が⾒られ，夏期に⾼く冬
期に低い値を⽰す．また，図 5 には各年で⽰される緊
張⼒の最⾼値，最低値を破線で⽰す．各年の最低値は
概ね⼀定を⽰すのに対し，最⾼値は 2 年⽬まで低下が
⾒られ，3 年⽬以降からはほぼ⼀定値を⽰す． 
4．おわりに 
 2 箇所のアンカーに損傷が⾒られた法⾯を対象に，
アンカー緊張⼒に基づく健全性評価を⾏った．その結
果，リフトオフ試験に基づく判定，および現地踏査か
ら健全と判断された当法⾯は，⻑期的なアンカー荷重
のモニタリングから得られた結果より，現在まで健全
な状態が維持されていると判断された．また，本地点
では背⾯地盤状況等に起因すると考えられる緊張⼒低
下が 2 年程度継続し，この緊張⼒低下は夏場に⽰され
る緊張⼒の最⾼値に影響することが明らかとなった． 
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図 2 健全性評価図 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 健全性判定 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 緊張⼒と温度の R2 変化 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 アンカー緊張⼒と温度 
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